
  

 

 

 

 

 

 

 
 

川崎統括センターにおける「安全研修」問題について、横地申第２５号団体交渉の２期日目を７

月５日 1３:３0 から行いました。前回の 1 項の途中から再開し、研修で使用した２０枚のスライ

ドを明らかにするよう求めましたが、1 時間程で議論が中断しました。 

今後の交渉日が決まり次第お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

組 合 会 社 

研修で使用されたすべてのスライドを示すこと。 すべてのスライドを示す考えはない。 

研修で使用したものがなぜ示せないのか。 研修で使用したものだが、そのときの考えに基づいて判断している。

今回は示さない。 

示さないのか、示せないのか。 示す考えがない。 

スライドの内容が明らかに不当労働行為である。

示すべきだ。 

不当労働行為は会社として断定するものではない。組合がそう受け

止めるということはこの間の議論で聞いてきた。全く問題ないとは

言っていない。適切ではない。 

示せないのは、問題があるからではないか。 問題がなくても示せないし、示さない。問題の「ある」「なし」は別。 

意図（労働組合に対する嫌悪感や憎悪感）がない

のになぜそのようなスライドが作成されるのか。 

作成者から聞いたが、「意図はなかった」と言っている。 

意図がないと言えば全て逃れられてしまう。 

「注意指導」とは誰に何を指導したのか。 

会社は責任をもって注意指導してきた。意図がなければ良いという

ものではない。 

申し訳ないという気持ちはあるのか。 何もなければ６月に信任投票はなかった。さらに追加の対応が発生

した。作業者や有権者に対しては会社として真摯に反省する必要が

ある。 
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あなたは既に狙われているかも 

・LINE 交換しようよ 

・今日明けだろ、仕事おわりに飲みに 

行こうよ。おごるからさ。 

・休みの日に BBQ 行かない？鉄道模型 

・会社に不満はない？話聞くよ。 

休憩室に「食べて下さ

い」と組織社員から差

し入れがある。 

全ては良い人を演じ、

信頼させ組織に加入

させる＝組織拡大 

※横浜地本情報第 159号・第 206号から抜粋 

http://www.jreu-yokohama1.jp/

